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竿燈 かまくら 大太鼓

八郎潟干拓計画 建築当時の県庁舎

上
の
画
像
は
当
館
に

保
存
さ
れ
て
い
る
県
政

映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
か
ら
抜

粋
し
た
も
の
で
す
。

県
政
映
画
は
、
祭
や

伝
統
行
事
の
他
に
も
、

当
時
の
県
の
取
り
組
み

や
工
事
の
様
子
、
観
光

地
の
紹
介
、
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
を
収
録
し
て
い
る

映
像
資
料
で
す
。
建
築

当
時
の
県
庁
舎
は
、
周

り
に
何
も
無
い
こ
と
が

見
て
取
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
約
３
０
０

本
ほ
ど
あ
り
、
２
階
閲

覧
室
で
視
聴
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
視
聴
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
カ

ウ
ン
タ
ー
の
職
員
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
部
の
県
政

ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
は

秋
田
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
秋
田
動
画
ラ
イ
ブ

ラ
リ
と
検
索
し
て
い
た

だ
く
と
ご
覧
に
な
れ
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

企
画
展

◆
●
地
域
連
携
展

「
昭
和
１
０
０
年
展
（
仮

」）

（

）

東
成
瀬
村
ま
る
ご
と
自
然
館

５
月

日
～
７
月
５
日

30

（
大
潟
村
干
拓
博
物
館
）

８
月
１
日
～

月

日

12

27

●
本
館
展
示

「
昭
和
１
０
０
年
展
（
仮

」）

（
特
別
展
示
室
）

（
前
期
）
８
月

日
～
９
月

日

27

23

（
後
期
）
９
月

日
～

月
１
日

26

11

●
「
大
坂
冬
の
陣
と
秋
田
藩
（
仮

」）

月
５
日
～

月
１
日

11

12

◆
公
文
書
館
講
座

●
古
文
書
解
読
講
座

（
入
門
編
）

６
月

日
・
７
月

日

19

17

８
月

日
・
９
月

日

21

18

（
応
用
編
）

月

日
・

月

日
・

月

日

10

16

11

20

12

18

●
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室

７
月
９
日
・
９
月

日
10

月
８
日
・

月

日

10

12

10

◆
県
政
映
画
上
映
会

８
月

日
（
木

・

日
（
金
）

）

27

28

今
後
の
情
勢
に
よ
っ
て
は
変
更
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
御
了
承
く
だ
さ
い
。

来
年
度
の
行
事
予
定

来
年
度
の
行
事
予
定



当
館
は
今
年
度
全
８
回
の
講
座
を
開
催

し
、
延
べ
２
１
８
人
に
受
講
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
入
門
編
全
６
回
の
参
加
者
数

は
延
べ
１
６
７
人
、
応
用
編
全
２
回
は
延

べ

人
の
内
訳
で
し
た
。

51本
紙
第

号
と
第

号
で
も
紹
介
し
ま

48

49

し
た
が
、
入
門
編
は
全
回
受
講
を
前
提
に

し
た
連
続
講
座
の
方
式
で
開
催
し
、
ま
っ

た
く
の
初
心
者
か
ら
古
文
書
の
く
ず
し
字

が
あ
る
程
度
読
め
る
ま
で
を
目
指
し
て
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
の
次
の
段
階
に
あ
る
応
用
編
は
、
く

ず
し
字
解
読
の
経
験
を
も
つ
方
を
対
象
に
、

歴
史
的
背
景
の
解
説
を
交
え
、
長
め
の
古

文
書
を
講
師
と
と
も
に
読
ん
で
い
く
も
の

で
す
。
今
年
度
は
入
門
編
で
あ
る
程
度
の

力
を
付
け
た
方
が
応
用
編
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
し
た
。

入
門
編
は
５
月
か
ら
７
月
、
応
用
編
は

７
月
に
開
催
し
、
と
も
に
大
好
評
の
内
に

終
え
ま
し
た
が
、
受
講
者
の
間
か
ら
「
も

っ
と
古
文
書
を
学
び
た
い

「
一
年
中
、

」

古
文
書
を
学
べ
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
」

と
い
う
学
び
の
継
続
を
求
め
る
声
が
少
な

か
ら
ず
上
が
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
令
和
８
年
度
の
古
文
書
解
読

講
座
は
、
本
号
「
来
年
度
の
行
事
予
定
」

の
日
程
で
入
門
編
４
回
・
応
用
編
３
回
の

全
７
回
を
、
６
月
か
ら

月
ま
で
の
ロ
ン

12

グ
ラ
ン
で
月
１
回
、
金
曜
日
午
前
の
時
間

帯
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

入
門
か
ら
応
用
ま
で
全
７
回
の
連
続
講

座
と
し
全
回
受
講
が
応
募
の
前
提
で
す
が
、

古
文
書
解
読
に
熟
達
の
方
は
応
用
編
の
み

選
ん
だ
連
続
受
講
も
可
能
で
す
。

４
月
中
に
入
門
・
応
用
編
各
回
の
内
容

に
つ
い
て
当
館
Ｈ
Ｐ
や
ポ
ス
タ
ー
・
ち
ら

し
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
月
中
に
先
着
順
の
定
員

名
で
募
集

30

し
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
方
は
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。【

柴
田

知
彰
】

古文書解読講座 入門編のひとこま

「
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座
」
は
、
秋
田
県

生
涯
学
習
推
進
本
部
が
主
催
し
、
県
民
の

要
望
に
応
え
る
行
政
分
野
の
職
員
を
派
遣

し
、
専
門
知
識
と
経
験
を
元
に
し
て
講
座

を
開
催
す
る
事
業
で
す
。

令
和
７
年
度
に
当
館
で
開
催
し
た
出
前

講
座
は

件
（
１
月
末
現
在
）
で
す
。
そ

13

の
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
大
曲
婦
人

会

、
②
国
鉄
の
動
力
近
代
化
と
大
曲
市

）
（
大
曲
史
談
会

、
③
公
文
書
館
所
蔵
資

）

料
に
み
る
秋
田
（
高
齢
者
学
級
「
南
星
大

学

、
④
秋
田
の
戊
辰
戦
争
を
学
ぼ
う

」
）

（
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部
附
属
小
学

校

、
⑤
地
域
探
究
Ⅰ
（
秋
田
県
立
西
仙

）
北
高
等
学
校

、
⑥
県
指
定
有
形
文
化
財

）

「
渋
江
和
光
日
記
」
の
世
界
（
秋
田
市
東

部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

、
⑦
地
域

）

探
究
Ⅱ
（
秋
田
県
立
西
仙
北
高
等
学
校

、）

⑧
昭
和
史
の
中
の
婦
人
会
（
秋
田
県
地
域

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

、
⑨
秋
田
藩
の

）

歴
史
を
学
ぶ
「
渋
江
和
光
日
記
」
の
世
界

（
秋
田
寿
大
学

、
⑩
公
文
書
館
所
蔵
資

）

料
に
み
る
秋
田
（
女
性
学
級
「
南
部
ひ
ま

わ
り
学
級

、
⑪
国
鉄
動
力
近
代
化
と
生

」）

保
内
線
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
導
入
問
題
（
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
角
館
・
北
家
御
日
記
解
読
会

・
北
浦
史
談
会

、
⑫
戦
争
・
軍
功
・
恩

）

賞
身
分
論
か
ら
み
た
秋
田
戊
辰
戦
争
（
飯

島
塾

、
⑬
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
み
る

）

秋
田
（
秋
田
県
職
員
退
職
者
会
仙
北
支

会
）
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
高
校

の
地
域
学
習
、
懐
か
し
い
古
き
県
政
映
画

の
鑑
賞
、
地
域
の
郷
土
史
学
習
な
ど
の
ほ

か
、
公
文
書
館
の
役
割
や
機
能
を
学
ぼ
う

と
す
る
地
域
の
方
々
か
ら
の
要
望
が
あ
り

ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
古
文
書
や
歴
史
的

公
文
書
を
用
い
た
講
座
と
と
も
に
、
公
文

書
館
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
講
座
も
お
引

き
受
け
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
「
あ
き
た
秋
田
県
庁
出
前

講
座
」
の
案
内
は
、
県
生
涯
学
習
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
す
。
お
申
し
込

み
は
直
接
当
館
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
保
坂

誠
】

④秋田の戊辰戦争を

学ぼうのひとこま
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令
和
８
年
度
の
古
文
書
解
読
講
座

」

今
年
度
の
「
あ
き
た
県
庁
出
前
講
座



今
回
は
、
秋
田
藩
が
編
纂
し
た
「
刑
罰

式
」
と
「
刑
罰
式
附
録
」
を
取
り
上
げ
ま

。

、

す

こ
れ
ら
二
つ
の
資
料
は
写
し
が
あ
り

複
数
の
資
料
群
に
分
か
れ
て
確
認
で
き
ま

。「

」

、「

」

す

刑
罰
式

の
写
し
は

混
架
資
料

「
戸
村
家
文
書

「
真
崎
文
庫

「
小
貫
家

」

」

文
書
」
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す

「
刑

。

罰
式
附
録
」
の
写
し
は

「
郷
土
資
料

、

（

「
東
山
文
庫
」
な
ど
で
確
認
で
き

）」

A
ま
す
。

「
刑
罰
式
」
と
「
刑
罰
式
附
録
」
の
編

纂
は
、
介
川
東
馬
が
主
担
当
の
「
刑
罰
式

編
緝
掛
」
と
し
て
、
評
定
一
座
の
検
討
を

経
て
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
年
）
八
月

に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

「
刑

、

罰
式
」
の
末
尾
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
刑
罰
式
」
の
「
凡
例
」
に
依
る
と
、

前
例
の
う
ち
、
そ
の
時
の
検
討
に
よ
っ
て

刑
罰
式
の
本
条
に
載
せ
る
こ
と
が
難
し
い

、

。

件
は

附
録
に
載
せ
て
い
る
と
あ
り
ま
す

こ
の
こ
と
か
ら
、
吟
味
を
要
す
る
案
件
に

つ
い
て
は
「
刑
罰
式
附
録
」
に
収
録
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「

」（

）

、

刑
罰
式

混
架

-

か
ら
は

14
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刑
罰
の
日
数
、
種
類
に
関
す
る
規
定
を
、

ま
た

「
刑
罰
式
附
録
」
か
ら
は
、
特
殊

、

な
判
例
を
紹
介
し
ま
す
。

「
刑
罰
式
」
を
見
て
み
ま
す

「
二

。

科
日
数
積
之
事
」
に
は
、
処
分
の
日
数
が

載
っ
て
い
ま
す

「
申
立
遠
慮

三
十
日

。

程

（
自
発
的
な
謹
慎

「
被
仰
付
遠
慮

」

）

五
拾
日
程

（
謹
慎
の
申
し
渡
し

「
逼
迫

」

）

百
日
程

「
蟄
居
閉
門

一
年
程
」
の
日

」

。

、

数
の
基
準
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

ま
た

「
三

御
仕
置
仕
形
之
事
」
に
は

「
遠

、

慮

逼
塞
・
蟄
居

閉
門

改
易

追

」「

」「

」「

」「

放
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
処
分
の
説
明
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
刑
罰
式
附
録

（

-
-

）
で

」

A
327

4

2

御
判
紙
焼
失
又
ハ
入
染
付
候
等
ニ

は

「、

」

付
科
之
例

付
訳
柄
有
之
被
相
定
候
例

に
お
い
て
吟
味
を
要
す
る
事
例
を
見
ま

し
ょ
う
。

小
宅
蔵
人

右
は
知
行
御
判
紙
下
人
ニ
被
盗
取

候
ニ
て
改
易
、
寛
保
三
亥
年
二
月

控
刑
之
部

資
料
１
で
は
、
小
宅
蔵
人
と
い
う
人
物

が
下
人
に
「
御
判
紙

（
知
行
宛
行
状
）

」

を
盗
ま
れ
て
改
易
と
い
う
処
分
が
下
っ
て

い
ま
す

「
御
判
紙
」
の
価
値
が
重
い
こ

。

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

川
又
武
左
衛
門

右
は
支
配
御
目
付
ニ
て
江
戸
在
番

中
、
宝
暦
九
卯
年
閏
七
月
七
日
洪

水
ニ
て
下
中
嶋
一
郷
居
宅
流
失
、

武
左
衛
門
子
と
も
両
人
致
水
死
、

老
父
を
妻
取
扱
立
退
候
節
知
行

御
判
紙
取
落
し
、
当
人
共
漸
相
助

候
ニ
付
、
親
類
よ
り
御
訴
申
上
被

御
聞
置
、
追
て
御
書
替
之
願
申
立

候
様
被

仰
渡
、
江
戸
ニ
お
ゐ
て

武
左
衛
門
遠
慮
申
上
候
所
、
実
ニ

無
拠
次
第
達

上
聞
御
免
之
段
被

仰
出
候
、
同
上

資
料
２
で
は
、
江
戸
在
番
中
の
川
又
武

左
衛
門
に
と
っ
て
不
在
の
時
に
不
運
な
こ

と
が
起
き
ま
し
た
。
武
左
衛
門
は
、
洪
水

に
よ
っ
て
「
御
判
紙
」
を
紛
失
し
た
こ
と

で
自
ら
「
遠
慮
」
を
申
し
出
ま
し
た
。
し

か
し
、
子
ど
も
二
人
を
亡
く
し
、
妻
が
老

父
を
助
け
て
い
る
間
「
御
判
紙
」
を
落
と

し
て
し
ま
っ
た
事
情
を
親
類
が
藩
庁
へ
申

し
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
武
左
衛
門
の
遠

慮
は
免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
１
と
資
料
２
の
内
容
を
比
較
す
る

と
、
資
料
１
で
は
小
宅
が
下
人
に
「
御
判

紙
」
を
盗
ま
れ
た
こ
と
は
自
ら
の
管
理
責

任
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
資

料
２
で
は
、
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
さ

「

」

ら
に
家
族
を
助
け
て
い
た
時
に

御
判
紙

を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
藩
の
処
分
の
判

断
が
分
か
れ
た
の
は
、
管
理
責
任
と
不
可

抗
力
の
違
い
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

【
渡
部

拓
】

公文書館だより第51号 3

秋

田

藩

の

刑

罰

規

定

～
「
刑
罰
式

・

刑
罰
式
附
録
」
か
ら
～

」
「

資
料
紹
介

資料１資料２



秋
田
県
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
「
北
家

御
日
記
」
に
は
角
館
の
当
主
の
上
浦
方
面

か
み
う
ら

（
平
鹿
・
雄
勝
郡
方
面
）
へ
の
泊
野
（
宿

と
ま
り
の

泊
を
伴
っ
た
鷹
狩
）
の
記
載
が
何
か
所
か

出
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
文
政
十
年
三

月
二
十
一
日
か
ら
四
月
三
日
に
か
け
て
の

上
浦
方
面
へ
の
泊
野
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
時
の
北
家
当
主
は

義
術
で
し
た
。
義
術
と
弟
の
広
吉
は
供
を

よ
し
や
す

伴
っ
て
泊
野
を
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
泊

野
に
つ
い
て
文
政
十
年
三
月
二
十
六
日
条

（

北
家
御
日
記
」
六
五
二
、
写
真
）
に

「は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
廿
六
日

一
五
ツ
時
薄
井
村
出
立
申
候
、
手
柄

四
羽
・
広
吉
三
羽
・
六
郎
兵
衛
三

羽
、
利
兵
衛

雁
六
羽
仕
送
候
、

ゟ

暮
頃
植
田
村
伊
兵
衛
宅
へ
着
陳
申

候
一
薄
井
村
よ
り
久
吉
使
者
申
付
、
当

三
十
日
浅
舞
泊
故
御
相
談
致
度
義

有
之
候
間
、
一
夜
泊
り
ニ
被
参
候

様
致
度
旨
左
衛
門
殿
へ
申
遣
候
、

尚
書
中
も
遣
候

「

同
（
三
月
）
二
十
六
日

五
ツ
時
に
薄
井
村
を
出
発
し
た
。
獲
物

は
（
私
）
四
羽
・
広
吉
三
羽
・
六
郎
兵
衛

三
羽
で
、
利
兵
衛
を
と
お
し
て
獲
物
の
雁

六
羽
を
仕
送
り
し
た
。
暮
頃
植
田
村
の
伊

兵
衛
宅
に
到
着
し
た
。

薄
井
村
か
ら
久
吉
に
使
者
を
申
し
付

け
、
こ
の
三
十
日
浅
舞
に
泊
る
の
で
御
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
り
、
一
夜
泊
り
に
き

て
い
た
だ
き
た
い
旨
を
左
衛
門
殿
へ
遣
わ

し
た
。
な
お
手
紙
も
遣
わ
し
た

」
と
読

。

み
取
れ
る
内
容
で
す
。

こ
の
時
の
宿
泊
先
を
日
記
の
記
載
を
も

と
に
順
を
追
っ
て
み
る
と
、
三
月
二
十
一

日
角
館
出
発
大
曲
村
多
右
衛
門
宅
宿
泊
、

次
い
で
板
井
田
村
市
兵
衛
宅
、
大
友
村
、

大
森
、
薄
井
村
嘉
一
郎
宅
、
植
田
村
伊
兵

衛
宅
、
西
馬
音
内
村
嘉
兵
衛
宅
、
今
宿
村

伊
兵
衛
宅
、
東
里
村
利
兵
衛
宅
、
浅
舞
村

小
場
道
夢
宿
、
阿
気
村
、
高
梨
村
に
宿
泊

し
四
月
三
日
角
館
着
。
こ
の
よ
う
に
角
館

を
発
ち
、
主
に
雄
物
川
沿
い
の
地
域
を
中

、

、

心
に
大
曲
よ
り
南
の
平
鹿

雄
勝
方
面
へ

角
館
か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
広
い

範
囲
に
わ
た
っ
て
十
三
日
間
鷹
狩
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
村
か
ら
村
へ
移

動
す
る
途
中
で
鷹
場
へ
出
て
鷹
狩
を
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

他
の
年
の
上
浦
方
面
へ
の
泊
野
を
み
て

も
さ
ま
ざ
ま
な
村
に
宿
泊
し
て
い
ま
す

が
、
薄
井
村
や
浅
舞
村
な
ど
に
は
複
数
回

宿
泊
し
て
い
ま
す
。
宿
泊
先
は
農
民
の
屋

敷
が
多
か
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
獲
物
は

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
雁
や
鴨
中
心
で
、

こ
の
泊
野
の
時
は
雁
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。獲

物
は
、
三
月
二
十
三
日
に
は
そ
れ
ま

で
獲
れ
た
雁
二
十
二
羽
・
黒
鴨
一
羽
を
角

館
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
二
十
六
日
は
ど
こ

へ
送
っ
た
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
角
館

。

、

へ
送
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

ま
た

世
話
に
な
っ
た
浅
舞
村
の
肝
煎
役
人
や
宿

泊
し
た
宿
の
主
人
な
ど
へ
お
礼
と
し
て
雁

や
鴨
を
送
り
届
け
て
い
ま
す
。
角
館
に
も

ど
っ
て
か
ら
は
横
手
の
戸
村
十
太
夫
に
雁

二
羽
を
送
っ
た
り
、
家
老
三
人
に
一
羽
づ

つ
与
え
た
り
す
る
な
ど
贈
り
物
の
品
に
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
日
記
か
ら
、
出
発
し
た
三

月
二
十
一
日
か
ら
角
館
へ
帰
っ
た
四
月
三

日
ま
で
の
宿
泊
先
の
村
名
・
宿
泊
先
の
相

手
の
名
前
・
手
柄
（
獲
物
）
な
ど
泊
野
の

具
体
的
な
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
文
政
十
年
三
月
の
泊
野
で
は
、

義
術
が
浅
舞
村
で
左
衛
門
（
南
家
当
主
義

珍
）
と
会
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の

前
年
東
家
の
午
千
代
の
死
去
に
際
し
、
鳴

物
停
止
の
お
触
れ
が
久
保
田
か
ら
出
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
対
応
を
二
人

で
話
し
合
う
た
め
で
、
浅
舞
ま
で
鷹
狩
に

出
か
け
た
機
会
を
利
用
し
て
相
談
し
た
よ

う
で
す
。

【
佐
藤

一
幸
】
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に
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え
る
上
浦
泊
野
に
関
し
て



令
和
７
年

月
に
「
秋
田
県
公
文
書

11

館
公
式Y

o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
当
館
が
主
催
す
る
行
事
や

事
業
、
所
蔵
資
料
の
紹
介
な
ど
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
県
内
外
の
多
く
の
方
々
に
公

文
書
館
の
魅
力
を
伝
え
、
認
知
度
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
２
月
現
在
、
動
画
の
掲
載
件

数
は

企
画
・
連
携
展
示

が
３
本

閲

「

」

、「

覧
室
ミ
ニ
展
示
」
が
４
本

「
古
文
書
読

、

み
解
き
動
画
」
が
５
本

「
活
動
紹
介
」

、

が
１
本

「
資
料
紹
介
」
が
１
本
で
す
。

、

動
画
で
は
、
大
潟
村
教
育
委
員
会
と
の

「

」

連
携
展
示

記
録
資
料
に
み
る
大
地
創
造

で
注
目
を
集
め
た
、
村
の
設
立
時
に
公
募

さ
れ
た
「
新
村
名
称
募
集
一
覧
」
や
「
干

拓
工
事
の
写
真
」
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県
立
図
書
館
と
の
連

携
展
示
「
平
沢
常
富
と
そ
の
時
代
」
の
動

画
で
は
、
秋
田
藩
士
と
し
て
の
平
沢
常
富

、

、

だ
け
で
な
く

戯
作
者
の
朋
誠
堂
喜
三
二

狂
歌
師
の
手
柄
岡
持
と
し
て
の
資
料
な

ど
、
展
示
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
閲
覧
室
で
は
「
大
滝
温
泉
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
秋
田

藩
家
老
・
宇
都
宮
孟
綱
の
日
記
か
ら
大
滝

温
泉
に
関

す
る
記
述

を

紹

介

し
、
２
階

閲
覧
室
で

は
日
記
に

関
連
す
る

「
秋
田
藩

士
の
宿
割

図
」
な
ど

を
展
示
し

て

い

ま

す
。
こ
れ
ら
１
階
か
ら
２
階
へ
続
く
展
示

の
様
子
は
、Y

o
u
T
u
b
e

で
も
公
開
中
で

す
。
ぜ
ひ
動
画
で
概
要
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た

あ
と
、
展
示
室
で
実
際
の
資
料
を
じ
っ
く

り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録

を
し
て
い
た
だ
く
と
、
最
新
動
画
の
通
知

が
届
き
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
登
録
を
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

こ
ち
ら
の
Q

コ
ー
ド
か

Rら
、
公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
へ
ア
ク

セ
ス
い
た
だ
け

ま
す
。

【
渡
部

拓
】

公
文
書
館
講
座
「
記
憶
の
護
り
人
養
成

教
室
」
は
、
地
域
で
古
文
書
を
解
読
し
整

理
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
令
和
４
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

基
本
的
に
は
当
館
の
古
文
書
を
教
材
と

し
て
、
解
読
と
整
理
の
実
践
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
４
年
目
に
な
る
今
年
度
は
新

た
な
試
み
を
二
つ
行
い
ま
し
た
。

一
つ
目
と
し
て
、
教
室
の
初
回
で
受
講

（

）

、

生
全
員
に
御
判
物

領
知
判
物

を
渡
し

手
に
取
っ
て
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
将
軍

家
か
ら
秋
田
藩
主
に
下
さ
れ
た
御
判
物
を

教
材
と
し
て
、
古
文
書
の
様
式
や
形
態
に

つ
い
て
学
ん

で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

二

つ

目

に
、
全
８
回

の
教
室
の
終

わ
り
に
、
共

通
テ
ー
マ
を

「
身
分
」
と

し
て
、
受
講

生
に
古
文
書

を
資
料
に
使

っ
た
研
究
レ

ポ
ー
ト
を
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最

終
回
の

月

日
（
木
）
に
は
、
９
本
の

12

11

研
究
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
受
講
生
も
、
初
回
で
お
願
い
し
た

分
量
の
Ａ
４
判
１
枚
に
収
ま
ら
な
い
豊
富

で
充
実
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
さ
れ
ま
し

。

、

た

次
々
と
紹
介
さ
れ
た
興
味
深
い
資
料

研
究
成
果
の
数
々
は
、
講
師
や
古
文
書
チ

ー
ム
員
を
何
度
も
感
嘆
さ
せ
た
素
晴
ら
し

い
出
来
で
し
た
。

【
柴
田

知
彰
】

記憶の護り人養成教室　研究レポート一覧

江戸時代の身分制度－肝煎の身分－

佐竹北家御日記から垣間見る武家の身分意識

身分制社会を象徴する古文書

身分制社会における百姓の交渉主体性
－沢内五ケ村『傘連判状』を素材として－

農民の身分と北浦一揆

身分についての考察

身分の要素－家格・経済・個の知と技－

ふすまの裏張りとして発見された『証明書』から見る事ども

天保四年の飢饉からみる身分－秋田県内の史料から－

公文書館だより第51号 5

Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
開
設
に
つ
い
て

ユ

ー

チ

ユ

ー

ブ

【 】▼動画の一場面 ２階閲覧室の展示風景

公
文
書
館
講
座
「
記
憶
の
護
り
人
養
成
教
室
」
よ
り

最
終
日
に
受
講
者
が
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
発
表

▲研究レポート発表会の様子



公
文
書
館
で
は
、
一
般
の
方
が
閲
覧
す

る
の
と
同
様
に
、
県
職
員
が
過
去
の
資
料

を
閲
覧
す
る
ケ
ー
ス
も
、
も
ち
ろ
ん
あ
り

ま
す
。

県
職
員
の
利
用
件
数
は
、
令
和
７
年
度

は
１
月
ま
で
で

件
。
簿
冊
で
数
え
る
と

66

２
４
５
冊
で
す
。

公
文
書
館
に
は
毎
年
各
課
所
の
文
書
が

引
き
継
が
れ
ま
す
。
引
き
継
が
れ
た
資
料

の
中
か
ら
県
の
重
要
な
施
策
、
大
規
模
な

工
事
、
歴
史
的
に
残
す
べ
き
公
文
書
を
評

価
選
別
し
、
保
存
か
廃
棄
の
判
断
を
し
ま

す
。
そ
う
し
て
保
存
さ
れ
た
資
料
の
中
に

は
、
現
在
の
事
業
に
関
わ
っ
て
く
る
も
の

も
存
在
し
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
調
べ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
部
分
が

出
て
き
ま
す
。

主
な
利
用
例
は
、

・
道
路
や
河
川
の
改
修
を
行
う
際
に
、

過
去
の
土
地
境
界
確
認
や
工
事
関
係

書
類
を
確
認
す
る
。

・
過
去
に
整
備
さ
れ
た
設
備
を
更
新
す

る
際
に
、
完
成
当
時
の
工
事
関
係
書

類
を
確
認
す
る
。

・
農
業
用
地
を
整
備
す
る
際
に
作
成
さ

れ
た
換
地
計
画
書
を
確
認
す
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
様
々
な
用
途
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
文
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書

は
、
あ
く
ま
で
も
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
も

の
で
あ
り
、
原
課
で
現
在
も
利
用
さ
れ
て

い
る
文
書
（
現
用
文
書
）
は
原
課
で
保
存

・
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
こ
う

い
っ
た
文
書
も
公
文
書
館
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
で
、
公
文
書
館
と
し
て
の
内
容
の

充
実
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

れ
ば
、
県
の
事
業
に
活
用
す
る
た
め
の
デ

ー
タ
バ
ン
ク
と
し
て
、
利
用
件
数
も
増
え

。

【

】

る
こ
と
で
し
ょ
う

中
田

暁

令
和
７
年
度
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
に
登
場

し
た
秋
田
藩
江
戸
留
守
居
役
の

る

す

い

や
く

秋
田
藩
士
「
平
沢
常
富
」
に
関

、

，

連
し
た
企
画
展
を
開
催
し

日
間
で
９

24

１
１
５
人
も
の
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
も
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
興

味
・
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
魅
力
的
な

事
業
を
行
う
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

、

。

で

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【

】

鈴
木
久
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開
館
時
間

◆
平

日

９
時
～

時
19

土
日
祝
日

９
時
～

時
18

（

）

書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は

時
ま
で

17

休
館
日
（
令
和
８
年
度
）

◆

(
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令和７年度の県職員利用状況

利用課所 回数 冊数

農林水産部関係 19 72

建設部関係 18 116

その他 29 57

合計 66 245


